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　第4図は，海岸および内陸について，強・中・弱風群

ごとに各風向がもつ地点数を季節をこみにして集計，比

率で示した．海岸弱風群を除き，いずれも西風成分の地

点が多い．内陸の強風群ではやや北風成分に傾くが，弱

風群では逆に南風成分をもつ地点が多くなる．

　次に，風速2m／s以上および風速2，3m／sについて，

最頻風向別地点数の差を記したのが第4表である．表中

の正値は，風速2m／s以上の地点数の方が多いことを表

す．海岸強風群では西風成分をもつ風向では殆ど正値を

とるので，風速4m／s以上の風はとりわけ西寄りのもの

が多く，かつこの風を加えることによって最頻風向をも

西寄りに変え得るほど高い比率で吹くことが分かる．海

岸中風群もこれと類似の傾向を示すが，他の群の傾向は

はっきりしない．

　本報で最頻風向を求めたのは，風速2m／s以上の風の

うちの大半が吹く方向，を求めておくことが，周辺地形

のデータを観察する際に役立つと考えたためである．実

際，最頻風向に沿って地形データを観察することが，説

明変数を作成する過程で，しばしば必要となった．また

第2報で，内陸立地点においては16方向のいずれから風

が同等の可能性で侵入すると考えたが，最頻風向の集

約結果から，必ずしもそうでないことが分かった．した

がって，類似性行列の作出について再検討が必要であ

ろう』

　次稿以降で，予測のための説明変数予測手法につい

て述ぺる．
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